
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

全
25
巻

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
と
は
、
現
代
的
な
観
点
か
ら
、

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
「
性
」
意
識
を
め
ぐ
る
著
作
を
集
成
す
る

―

◆
監
修
・
解
説
◆

岩
見
照
代
前
・
麗
澤
大
学
教
授

ゆまに書房



刊行の
ことば

私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
自
明
と
さ
れ
て
き
た
〈
男
／
女
〉
と
い
う
〈
性
〉
の
二
元
論
を
越
え
て
、
女
や
男
の
イ
メ
ー
ジ
を
内
面
化
し
、
身
体
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」
と
い
っ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
多
様
性
の
中
で
、
今
、
性
自
認
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

婚
姻
関
係
の
男
女
と
そ
の
子
供
か
ら
な
る
近
代
家
族
を
基
盤
と
し
た
社
会
制
度
に
お
い
て
、
男
は
〈
外
〉・
女
は
〈
内
〉
と
い
う
性
役
割
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。

人
々
は
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
た
め
に
、
結
婚
に
お
け
る
誓
い
、
処
女
／
童
貞
、
性
行
為
な
ど
、
社
会
が
求
め
る
性
的
規
範
を
、
無
意
識
の
う
ち
に
内
面
化

し
、
身
体
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
企
画
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
五
〇
年
代
末
ま
で
、
あ
え
て
三
〇
年
と
い
う
短
い
時
間
軸
を
設
定
す
る
こ
と
で
、「
性
教
育
・
性
科
学
・
性
倫
理
・
処

女
性
・
女
ら
し
さ
・
美
容
・
衣
服
・
売
買
春
」
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
〈
自
明
〉
で
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
性
規
範
が
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を

見
え
や
す
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
原
資
料
に
は
、
記
録
文
学
や
人
事
調
停
と
い
っ
た
当
時
者
の
語
り
や
、〈
声
な
き
経
験
〉
も
収
録
し
た
。

刻
々
と
変
容
を
続
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
様
相
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
本
企
画
は
、
現
代
の
性
の
急
激
な
変
貌
を
考
え
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な
る
は

ず
で
あ
る
。

性
教
育
、
性
言
説
を
中
心
と
し
た
著
作
を
、〈
性
〉
の
意
識
が
時
代
に
よ

っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
に
注
目
し
集
成
。

●
第
１
巻
●

変
容
す
る
〈
性
〉
Ⅰ

付
・
解
説

ジ
ー
・
デ
ー
・
オ
ー
ル
ズ
﹇
著
﹈／
湯
浅
与
三
﹇
訳
﹈

正
し
い
性
教
育

（
教
文
館
一
九
四
〇
年
）

第
一
部

性
教
育
の
必
要
と
そ
の
訓
練
／
第
二
部

児
童
の
性
教
育
／
第
三
部

青
春
時
代
（
満
十
五
歳
、
六
歳
―
二
十
五
歳
）
／
第
四
部

結
婚
／
第
五
部

性

と
社
会

●
第
2
巻
●

変
容
す
る
〈
性
〉
Ⅱ

付
・
解
説

岡
田
道
一
﹇
著
﹈

女
性
の
生
理
と
衛
生

（
鶴
書
房
一
九
四
二
年
）

女
性
産
業
戦
士
よ
矜
を
持
て
／
〈
職
場
篇
〉
産
業
女
性
と
医
事
衛
生
の
知
識
／

婦
人
と
し
て
の
常
識
的
な
衛
生
知
識
／
工
場
に
於
け
る
産
業
女
性
の
疾
病
原
因

と
予
防
／
職
業
と
そ
の
疾
病

ほ
か
／
《
処
女
篇
》
／
処
女
時
代
の
健
康
／
処

女
の
分
泌
物
／
子
宮
内
膜
炎
／
故
に
日
本
の
女
性
は
結
核
に
犯
さ
れ
易
い
か

ほ
か
／
《
月
経
篇
》
月
経
の
生
理
と
手
当
／
無
月
経
の
話
／
月
経
異
常
と
ホ
ル

モ
ン
療
法
／
月
経
と
犯
罪
／
《
結
婚
篇
》

新
し
き
結
婚
の
条
件
／
母
性
と
い

ふ
こ
と
／
結
婚
と
結
核
及
び
性
格
異
常
／
結
核
と
結
婚
／
優
良
児
を
得
る
た
め

の
夫
婦
生
活
／
妻
の
守
る
べ
き
性
道
徳
／
不
妊
症
の
原
因
と
療
法

ほ
か
／

《
妊
娠
篇
》
早
期
の
妊
娠
診
断
法
／
子
宮
外
妊
娠
と
自
家
輸
血
／
結
核
女
性
の

妊
娠
／
食
物
と
胎
児
へ
の
影
響
／
妊
娠
中
及
び
産
後
の
性
交
／
月
経
と
授
乳

ほ
か

大
田
典
礼
﹇
著
﹈

性
の
科
学
と
倫
理

（
文
理
書
院
一
九
四
七
年
）

第
一
章

性
教
育
論

（
一
）
性
の
社
会
性
／
（
二
）
性
教
育
の
概
念
／
（
三
）

性
教
育
の
基
本
的
方
法
／
（
四
）
社
会
的
な
性
的
啓
蒙
運
動
／
第
二
章

処
女

性
と
貞
操

処
女
性
を
失
つ
て
悩
め
る
女
性
に
／
処
女
性
の
医
学
的
抹
殺
／
貞

操
の
分
析
／
未
亡
人
の
問
題

／
第
三
章

青
春
の
生
理
と
倫
理

愛
情
の
生

理
と
倫
理
／
青
春
の
生
理
と
心
理
／
未
婚
者
の
性
生
活
／
学
生
と
性
欲
／
女
性

の
悩
み
／
性
と
文
学
／
性
と
ホ
ル
モ
ン
／
接
吻
の
医
学
／
不
感
症
の
医
学

●
第
3
巻
●

変
容
す
る
〈
性
〉
Ⅲ

付
・
解
説

若
月
俊
一
﹇
著
﹈

愛
情
の
モ
ラ
ル

―
新
し
い
性
科
学
の
た
め
に

（
白
馬
書
房
一
九
四
九
年
）

第
一
章
何
か
ら
始
め
る
か
／
第
二
章
統
計
的
観
察
の
意
義
／
第
三
章
私
た
ち

は
ど
う
い
う
方
法
で
調
査
を
行
っ
た
か
／
第
四
章

調
査
は
ど
う
い
う
人
た
ち

に
な
さ
れ
た
か
／
第
五
章
調
査
の
結
果
／
第
六
章
性
の
生
物
学
的
意
義

／

第
七
章
性
と
遺
伝
／
第
八
章
性
別
の
決
定

／
第
九
章
男
性
と
女
性
／
第
十

章
性
の
生
理

串
田
孫
一
・
原

文
子
﹇
著
﹈

美
し
き
生
の
歩
み

（
泰
光
堂
一
九
五
二
年
）

序
文
の
た
め
の
手
紙
１
／
序
文
の
た
め
の
手
紙
２
／
純
粋
な
愛
を
感
じ
た
い
願

い
／
瞬
時
に
ふ
れ
合
つ
た
魂
の
感
激
／
何
処
か
に
あ
る
愛
／
逞
し
い
力
／
偏
見

を
持
た
な
い
眼
／
花
へ
の
愛
情
／
た
だ
の
遊
び
／
ひ
ま
つ
ぶ
し
／
人
間
ら
し
さ

／
人
間
愛
と
肉
体
の
限
界
／
行
動
す
る
力
／
合
理
と
非
合
理
の
世
界
／
女
性
と

職
業
／
女
の
学
問

赤
裸
な
心
／
理
窟
の
な
い
世
界
／
童
話
を
書
く
心
／
お
し

や
れ
の
心
理
／
ダ
ン
デ
ィ
ス
ム
と
心
気
転
換
／
期
待
す
る
心
／
期
待
の
虚
像
と

実
像
／
集
団
的
な
墮
落
／
個
人
の
責
任

ほ
か

変
容
す
る
〈
性
〉

全
5
巻

第
1
回
配
本

■
『
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
』
全
25
巻
の
収
録
内
容



●
第
4
巻
●

変
容
す
る
〈
性
〉
Ⅳ

付
・
解
説

大
塚
二
郎
ほ
か
﹇
著
﹈

性
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か

（
講
学
館
一
九
五
三
年
）

第
一
篇

性
教
育
は
な
ぜ
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
か

Ⅰ

性
と
は
な
に
か
―
性

教
育
の
意
義
と
目
的
―
／
Ⅱ
誤
っ
た
性
観
念
の
性
慣
習
／
Ⅲ
青
年
期
の
あ
や

ま
ち
は
な
ぜ
お
こ
る
か
―
生
態
と
危
機
―
／
第
二
篇

実
際
指
導
は
ど
の
よ
う

に
行
う
か

Ⅰ

い
つ
、
誰
れ
が
、
ど
こ
で
教
え
る
か
―
性
教
育
の
輪
か
く

―
／
Ⅱ
学
校
に
お
け
る
性
教
育
／
Ⅲ
家
庭
で
は
ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
／
Ⅳ

社
会
で
は
ど
の
よ
う
に
導
く
か
／
Ⅴ

用
語
の
問
題
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
／

第
三
篇

性
の
知
識

Ⅰ
性
の
科
学
／
Ⅱ
性
の
心
理

朝
海
楚
舟
﹇
著
﹈

性
の
哲
学

（
彩
光
社
一
九
五
四
年
）

一
プ
ロ
ロ
ー
グ
／
二
研
究
的
態
度
に
就
て
／
三
用
語
の
問
題
／
四
性
愛
の

形
而
上
学
的
序
説
／
五

性
と
哲
学
／
六

性
の
哲
学
に
於
け
る
精
神
分
析
学

説
／
七
キ
ン
ゼ
イ
白
書
の
意
味
す
る
も
の
／
八
肉
体
火
山
脈
／
九
表
象
と
し

て
の
自
然
／
一
〇
美
の
感
覚
／
一
一
胯
佚
の
理
論
／
一
二
あ
そ
び
と
人
生
／

一
三
お
化
粧
の
意
義
／
一
四
流
行
の
行
方
／
一
五
錯
覚
と
幻
想
／
一
六
論

理
に
於
け
る
諸
問
題
／
（
１
）
親
と
子
／
（
2
）
兄
弟
姉
妹
／
（
3
）
愛
情
に

就
て
／
（
4
）
好
色
論
／
（
5
）
猥
褻
論
／
（
6
）
再
婚
譚
／
（
7
）
重
婚

記
／
（
8
）
性
の
信
仰
／
一
七
同
衾
類
と
し
て
の
人
間
／
一
八
生
体
解
剖
／

一
九

好
奇
心
に
就
て
／
二
〇

常
識
と
い
う
事
／
二
一

風
俗
と
習
慣
／
二
二

狂
気
の
効
用
／
二
三
私
生
活
小
論
／
二
四
続
猥
褻
論
／
ほ
か

●
第
5
巻
●

変
容
す
る
〈
性
〉
Ⅴ

付
・
解
説

村
上
信
彦﹇
著
﹈

ゆ
が
め
ら
れ
た
性

―
女
ら
し
さ
は
だ
れ
が
つ
く
っ
た
か

（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

一
九
五
四
年
）

女
ら
し
さ
の
分
析

一
、
女
ら
し
さ
の
神
話
／
二
、
教
養
と
女
ら
し
さ
／
三
、

恋
愛
に
つ
い
て
／
四
、
友
情
に
つ
い
て
／
五
、
誇
張
さ
れ
た
性
別

／
女
ら
し

さ
の
歴
史

一
、
初
期

／
二
、
ギ
リ
シ
ャ
／
三
、
ロ
ー
マ
／
四
、
中
世
／

五
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
／
六
、
近
代
／
展
望
―
こ
れ
か
ら
の
女
／
女
の
み
か
た
の

革
命
／
偽
善
的
な
エ
チ
ケ
ッ
ト
／
女
は
変
貌
す
る

ほ
か

新
庄
嘉
章
・
大
瀬
東
二
﹇
著
﹈

処
女
性
に
つ
い
て

（
北
辰
堂
一
九
五
五
年
）

第
一
章
文
化
が
強
要
す
る
女
性
の
姿
に
つ
い
て
／
第
二
章
ペ
ニ
ス
羨
望
に
つ

い
て
／
第
三
章
エ
レ
ク
ト
ラ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
／
第
四
章
性
の

自
覚
と
そ
の
反
抗
に
つ
い
て
／
第
五
章

不
安
か
ら
生
れ
る
愛
情
に
つ
い
て
／

第
六
章
文
化
条
件
と
同
性
愛
に
つ
い
て
／
第
七
章
処
女
性
の
放
棄
と
そ
の
女

性
の
本
質
的
条
件
に
つ
い
て
／
第
八
章

罪
悪
観
念
と
性
的
不
安
に
つ
い
て
／

第
九
章
性
意
識
の
原
体
に
つ
い
て
／
第
十
章
社
会
秩
序
と
自
分
の
秩
序
に
つ

い
て

第
2
回
「
翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉」
で
は
、
時
代
の
趨
勢
に
左
右
さ
れ
る
、

社
会
的
な
〈
性
差
〉
に
焦
点
を
あ
て
、
著
作
を
集
成
。

●
第
6
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅰ

付
・
解
説

吉
田
喜
久
代
﹇
著
﹈﹈

砂
丘
の
蔭
に

（
長
崎
書
店
一
九
四
〇
年
）

【
昭
和
十
一
年
】
村
の
託
児
所
（
十
一
月
二
十
日
）
／
村
の
訪
問
（
十
二
月
四

日
）
／
純
情
の
母
（
十
二
月
九
日
）
／
身
の
上
話
（
十
二
月
十
日
）
／
救
護
収
容

（
十
二
月
十
九
日
）

【
昭
和
十
二
年
】
遊
佐
先
生
を
た
づ
ね
て
労
働
教
へ
（
三

月
七
日
）
／
山
田
わ
か
先
生
の
宅
に
於
い
て
婦
人
問
題
を
開
く
（
三
月
十
四
日
）

使
命
の
ま
ゝ
に
（
七
月
二
十
四
日
）

【
昭
和
十
三
年
】
倉
坂
産
業
組
合
へ
行
く

日
（
一
月
四
日
）
／
雪
の
夜
の
助
産
（
一
月
十
日
）
／
砂
丘
の
足
跡
（
三
月
五

日
）
／
保
健
婦
見
習
生
を
次
々
に
（
四
月
二
日
）
／
保
健
婦
見
習
生
と
共
に
（
四

月
十
五
日
）
／
山
本
訪
問
婦
の
赴
任
の
日
（
四
月
十
五
日
）
／
母
を
よ
ぶ
声
（
四

月
十
六
日
）
／
ほ
か

牧

哲
男
﹇
著
﹈

愛
の
魂

―
北
海
道
巡
回
看
護
婦
の
手
記

（
大
東
亜
社
一
九
四
二
年
）

ふ
る
さ
と
を
守
る
乙
女
ら
／
私
の
農
繁
期
／
慰
め
の
こ
と
ば
／
無
医
部
落
／
育

児
指
導
／
荒
れ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
／
熊
の
出
る
山
道
／
妊
産
婦
保
護
／
小
川
の

洗
眼
／
招
集
／
馬
ソ
リ
の
鈴
の
音
／
吹
雪
を
衝
い
て
／
仔
馬
の
怪
我
／
お
も
ひ

で
／
雪
ど
け
／
海
辺
の
た
よ
り
／
附
録
巡
回
看
護
婦
事
業
に
つ
い
て

●
第
7
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅱ

付
・
解
説

杉
内
い
ち
﹇
著
﹈

荷
馬
車
輓
の
娘
の
手
記

（
中
央
公
論
社
一
九
三
四
年
）

荷
馬
車
輓
の
娘
の
手
記
／
阿
弥
陀
如
来
を
追
い
出
し
た
女
／
推
薦
の
こ
と
ば

（
堺
利
彦
）

杉
内
い
ち
雑
誌
掲
載
作
品

労
働
省
婦
人
少
年
局
﹇
編
﹈

働
く
婦
人
の
保
護
（
産
業
労
働
福
利
協
会
一
九
四
九
年
）

一
、
ま
え
が
き
―
わ
が
国
に
於
け
る
女
子
労
働
者
の
保
護
―
／
二
、
女
子
労
働

者
に
関
連
す
る
規
定
の
解
説
／
三
、
あ
と
が
き
―
労
働
基
準
法
施
行
後
の
諸
問

題
―

【
附
録
】
一
、
労
働
基
準
法
関
係
法
規
一
覽
／
二
、
労
働
基
準
法
／
三
、

労
働
基
準
法
施
行
規
則
／
四
、
女
子
年
少
者
労
働
基
準
規
則
／
五
、
事
業
附
属

寄
舍
規
程
／
六
、
各
国
婦
人
労
働
者
保
護
規
定
一
覽
表
／
ほ
か

労
働
省
婦
人
少
年
局
﹇
編
﹈

男
女
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て

（
労
働
省
婦
人
少
年
局
一
九
五
一
年
）

一
、
日
本
に
お
け
る
婦
人
雇
用
の
発
展
（
美
濃
口
時
次
郎
）
／
二
、
婦
人
の
労
働

能
力
と
低
賃
金
（
藤
田
忠
）
／
三
、
社
会
的
環
境
と
婦
人
の
労
働
能
力
（
藤
本

武
）
／
四
、
婦
人
は
労
働
能
力
に
対
応
し
て
支
払
わ
れ
て
い
な
い
（
氏
原
正
次

郎
）
／
五
、
婦
人
の
低
賃
金
の
実
情
と
賃
金
形
態
（
宮
島
久
義
）
／
六
、
男
女
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
具
体
的
内
容
（
氏
原
正
次
郎
）
／
七
、
合
理
的
職
務
賃
率

決
定
の
た
め
の
「
職
務
評
價
」（
藤
田
忠
）
／
八
、
現
在
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の

原
則
を
適
用
す
れ
ば
よ
い
か
（
宮
島
久
義
）
／
九
、
最
低
賃
金
制
と
同
一
労
働

同
一
賃
金
（
藤
本
武
）
／
一
〇
、
結
論
「
男
女
同
一
労
働
同
一
賃
金
を
実
現
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」

労
働
省
婦
人
少
年
局
﹇
編
﹈

婦
人
は
何
を
考
え
て
い
る
か

（
労
働
省
婦
人
少
年
局
一
九
五
二
年
）

【
Ⅰ
調
査
の
方
法
】
1
調
査
地
域
と
対
象
／
2
調
査
対
象
の
選
定
／
3
調
査

方
法
及
び
回
収
状
況

【
Ⅱ
婦
人
の
生
活
実
態
】

【
Ⅲ
調
査
の
結
果
】
1

婦
人
の
地
位
に
つ
い
て
／
2
婦
人
の
政
治
的
関
心
に
つ
い
て
／
3
婦
人
の
楽

生
活
／
4
恋
愛
お
よ
び
結
婚
に
つ
い
て
／
5
職
場
に
お
け
る
婦
人
の
環
境

●
第
8
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅲ

付
・
解
説

日
本
衣
服
研
究
所
（
田
中
千
代
）﹇
編
﹈﹈

日
本
衣
服
研
究
所
彙
報

（
日
本
衣
服
研
究
所
一
九
四
一
年
）

日
本
衣
服
研
究
所
﹇
著
﹈

衣
服
の
研
究
と
調
査
（
目
黒
書
店
一
九
四
三
年
）

【
第
一
部
】
一
、
序
文
／
二
、
靴
下
の
性
能
研
究
／
三
、
衣
料
切
符
制
下
縫
糸

の
使
用
量
に
就
い
て
（
日
本
衣
服
研
究
所
長
田
中
千
代
）
／
四
、
洗
濯
に
要
す
る

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
全
5
巻

第
2
回
配
本



時
間
及
び
石
鹸
の
調
査
（
同

田
中
千
代
）
／
【
第
二
部
】
一
、
衣
服
諸
調
査
序

説
（
日
本
衣
服
研
究
会
常
務
理
事
・
日
本
衣
服
研
究
所
研
究
顧
問
・
神
戸
商
業
大
学
教

授
田
中
薫
）
／
二
、
街
頭
服
装
調
査
（
日
本
衣
服
研
究
所
員
有
志
）
／
三
、
婦
人

衣
服
所
蔵
調
査
（
日
本
衣
服
研
究
所
員

森
善
子
）
／

四
、
衣
料
切
符
制
下
に
於

け
る
工
夫
（
日
本
衣
服
研
究
所
員
森
善
子
／
日
本
衣
服
研
究
所
員
頼
藤
登
美
江
）
／

五
、
衣
料
切
符
制
実
施
上
の
疑
点
に
就
い
て
（
日
本
衣
服
研
究
所
）
／
六
、
婦
人

標
準
服
が
き
ま
る
ま
で
（
日
本
衣
服
研
究
所
員

頼
藤
登
美
江
）
／
絵
（
日
本
衣
服

研
究
所
員
山
本
晴
子
）
／
【
第
三
部
】
一
、
日
本
衣
服
学
の
構
想
（
田
中
薫
）
／

二
、
南
方
圏
の
民
族
と
衣
服
（
日
本
衣
服
研
究
所
員
中
山
三
惠
子
）

エ
リ
ッ
ク
・
ギ
ル
﹇
著
﹈
増
野
正
衛
﹇
訳
﹈

衣
裳
論

―
ズ
ボ
ン
と
ス
カ
ー
ト
男
女
の
ま
と
う
自
然
的
人

為
的
外
皮
の
性
格
及
び
意
義
に
つ
い
て
の
試
論

（
創
元
社
一
九
五
二
年
）

こ
の
本
を
読
む
人
の
た
め
に
（
花
森
安
治
）
／
Ⅰ
予
備
的
考
察
及
び
主
張
／
Ⅱ

住
居
と
し
て
の
衣
服
に
つ
い
て
／
Ⅲ
仕
事
場
と
し
て
の
衣
服
に
つ
い
て
／
Ⅳ

教
会
や
公
会
堂
と
し
て
の
衣
服
に
つ
い
て
／
Ⅴ

特
殊
部
分
の
た
め
の
衣
服
に

つ
い
て
／
Ⅵ
仕
立
屋
の
威
儀
と
作
法
と
専
横
と
に
つ
い
て
／
Ⅶ
自
然
と
裸
体

と
に
つ
い
て
／
Ⅷ
ズ
ボ
ン
に
つ
い
て
の
結
論

●
第
9
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅳ

付
・
解
説

新
女
性
全
書
生
活
篇

（
鎌
倉
文
庫
一
九
四
八
年
）

【
第
一
篇

結
婚
】
恋
愛
論
（
亀
井
勝
一
郎
）
／
新
民
法
か
ら
見
た
家
（
中
川
善

之
助
）
／
結
納
の
意
義
（
久
米
正
雄
）
ほ
か

【
第
二
篇

性
科
学
】
処
女
性
に

つ
い
て
（
式
場
隆
三
郎
）
／
性
病
の
知
識
（
松
本
寛
）
／
産
児
制
限
に
つ
い
て

（
野
津
貞
夫
）
ほ
か

【
第
三
篇

生
活
の
設
計
】
／
生
活
の
設
計
に
つ
い
て

（
氏
家
寿
子
）
／
生
活
技
術
に
つ
い
て
（
帯
刀
貞
代
）
／
子
供
の
教
育
（
波
多
野
完

治
）
ほ
か

【
第
四
篇

女
性
と
職
業
】
女
性
と
職
業
（
蝋
山
政
道
）
／
職
業
婦

人
の
生
活
実
態
報
告
（
片
桐
鏡
子
）
ほ
か

【
第
五
篇

家
庭
医
学
】
家
庭
医

学
概
説
（
生
女
子
部
編

中
里
龍
瑛
）
／
家
庭
看
護
（
中
尾
喜
久
）
／
薬
の
知
識

（
薬
学
士
岩
永
英
一
）
／
食
餌
療
法
（
新
井
養
老
）

田
辺
繁
子
﹇
著
﹈

新
し
い
愛
の
生
活

―
日
本
女
性
の
地
位
に
つ
い
て
（
印
刷
庁
一
九
五
一
年
）

新
し
い
愛
の
生
活
／
一
新
し
い
民
法
の
要
点
／
二
家
庭
裁
判
所
と
は
／
三
夫

を
重
荷
に
思
う
妻
た
ち
／
四
夫
の
貞
操
と
妻
の
権
利
／
五
た
の
し
い
夫
婦
―

愛
情
は
す
な
お
に
表
現
し
ま
し
ょ
う
―
／
六

お
堀
の
お
し
ど
り
を
見
て
―
な

る
べ
く
い
っ
し
ょ
に
―
／
七
男
ご
こ
ろ
／
八
あ
る
離
婚
／
九
隸
属
の
否
定
／

一
〇
理
論
と
実
際
／
一
一
結
婚
風
習
と
夜
あ
そ
び
―
東
京
都
拝
島
村
を
た
ず

ね
て
―
／
一
二
印
度
の
女
性
―
マ
ヌ
法
典
か
ら
―
／
一
三
売
春
に
走
っ
た
人

た
ち
／
一
四
積
み
上
げ
ら
れ
た
米
／
一
五
柿
／
一
六
た
の
し
い
夏
休
み
―
先

生
と
お
母
様
に
―
／
一
七

日
立
の
旅
か
ら
―
な
り
わ
い
と
妻
の
地
位
―
／
一

八
農
家
の
妻
／
一
九
婦
人
と
人
権
／
二
〇
世
界
人
権
宣
言
と
日
本
国
憲
法

●
第
10
巻
●

翻
弄
さ
れ
る
〈
性
差
〉
Ⅴ

付
・
解
説

山
室
民
子
﹇
著
﹈

新
時
代
と
女
性

（
金
子
書
房
一
九
五
二
年
）

【
一
戦
後
の
欧
州
を
見
て
】
Ⅰ
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
旅
／
Ⅱ
旅
で
出
会
っ
た

人
々

【
二
女
性
に
お
く
る
言
葉
】
Ⅰ
講
和
の
春
に
際
し
て
／
Ⅱ
女
性
の
友

へ
（
女
学
生
の
皆
様
へ
／
職
業
を
も
つ
女
性
へ
／
家
庭
の
婦
人
へ
／
看
護
婦
の
友

へ
）
／
Ⅲ

若
い
女
性
へ
の
期
待
／
Ⅳ

若
い
女
性
の
幸
福
―
清
純
な
生
活
―
／

Ⅴ
新
し
い
愛
情
の
モ
ラ
ル
―
純
潔
教
育
の
問
題
―
／
Ⅵ
両
親
教
育
の
課
題
／

Ⅶ

親
の
責
任
―
三
つ
の
実
例
／
Ⅷ

家
庭
と
宗
教
教
育
／
Ⅸ

婦
人
と
読
書

【
三

婦
人
問
題
】
Ⅰ
婦
人
と
選
挙
／
Ⅱ
婦
人
教
育
（
国
や
公
共
団
体
の
計
画
事

業
／
婦
人
団
体
と
そ
の
問
題
）

吉
尾
な
つ
子
﹇
編
﹈

こ
ん
な
女
が
い
る

（
朋
文
堂
一
九
五
五
年
）

第
一
話

結
婚
を
控
え
て
肉
体
の
秘
密
に
悩
む
私
（
吉
村
と
し
子
）
／
第
二
話

結
婚
生
活
六
年
始
め
て
知
る
性
に
悩
む
私
（
田
岡
き
く
子
）
／
第
三
話

家
出

の
報
い
も
う
疲
れ
て
し
ま
っ
た
私
（
山
田
道
子
）
／
第
四
話

ミ
ス
に
選
ば
れ

た
代
償
に
貞
操
を
失
っ
た
私
（
井
草
つ
ま
枝
）
／
第
五
話

良
縁
と
知
り
つ
つ

お
断
り
の
手
紙
を
書
く
私
（
落
合
久
子
）
／
第
六
話

若
い
一
夜
の
過
失
ゆ
え

に
悩
む
私
（
山
口
久
子
）
／
第
七
話

ソ
連
兵
に
侵
さ
れ
た
悪
夢
を
呪
う
私
（
橋

田
き
く
よ
）
ほ
か
／
女
の
運
命
に
つ
い
て
（
吉
尾
な
つ
子

一
、
弱
き
者
の
幸
福
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
／
二
、
女
は
夢
想
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
／
三
、
処
女

は
奪
わ
れ
る
の
か
提
供
す
る
の
か
／
四
、
女
の
運
命
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
）

イ
ヴ
の
創
造

―
美
し
き
性
の
た
め
に

（
社
会
思
想
研
究
会
出
版
部
一
九
五
六
年
）

【
Ⅰ
束
縛
さ
れ
た
性
（
平
井
潔
）】
１
因
襲
的
な
性
観
念
／
2
せ
ま
い
交
際
／

3
と
ら
え
が
た
い
性
／
4
妻
の
座
の
つ
め
た
さ
／
5
あ
た
ら
し
い
愛
の
創
造

【
Ⅱ
閉
ざ
さ
れ
た
性
（
菊
池
綾
子
）】
１
夜
の
性
の
歴
史
／
2
昼
の
性
へ
の
歩

み

【
Ⅲ
待
た
さ
れ
た
性
（
吉
田
忠
雄
）】
１
パ
ン
と
恋
と
夢
／
2
神
の
秩

序
／
3
適
齢
男
性
は
ど
こ
に
で
も
い
る
／
4
愛
に
光
あ
れ

【
Ⅳ
商
業
化
さ

れ
た
性
（
神
崎
清
）】
１

赤
線
地
帯
／
2

そ
の
名
は
売
春
婦

／
3

青
春
喪

失
／
4
売
春
は
「
必
要
悪
」
か

【
Ⅴ
解
放
さ
れ
る
性
（
江
上
照
彦
）】
１
ジ

ー
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
／
2
女
は
地
獄
の
門
／
3
隷
従
へ
の
道
／
4
日
本

の
性
的
伝
統
の
特
色
／
5
一
夫
一
婦
制
度
と
売
春
／
6
ソ
ヴ
ェ
ト
の
売
春
克

服
／
7
売
春
禁
止
立
法
の
問
題
点
／
8
映
画
「
旅
情
」
の
教
え
る
も
の
／
9

現
代
若
夫
婦
の
生
態
／
10
あ
た
ら
し
い
モ
ラ
ル

第
3
回
「
男
と
女
」
で
は
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
い
う
時
代
に
左
右
さ

れ
た
、
恋
愛
観
、
結
婚
観
に
焦
点
を
あ
て
、
著
作
を
集
成
。

●
第
11
巻
●

男
と
女

Ⅰ

付
・
解
説

成
瀬
無
極
﹇
著
﹈﹈

人
生
案
内

（
甲
文
堂
一
九
三
六
年
）

【
総
説
】
現
代
生
活
と
そ
の
悩
み
／
今
日
の
青
年
／
女
性
と
女
性
問
題
／
母
性

と
そ
の
危
機
【
家
庭
篇
】
父
と
子
／
母
と
子
【
恋
愛
篇
】
恋
の
も
つ
れ
／
か

な
は
ぬ
恋
／
不
倫
の
恋
と
同
性
愛

【
結
婚
篇
】
結
婚
是
非
／
処
女
性
と
貞
操

の
問
題
／
夫
婦
生
活
の
破
綻
／
破
倫
と
三
角
関
係

【
生
活
篇
】
職
業
問
題
／

闇
の
女
【
人
生
篇
】
人
生
問
題

今
野
賢
三
﹇
著
﹈

青
年
と
恋
愛

（
大
東
出
版
社
一
九
三
七
年
）

緒
言
／
第
一
章
悩
め
る
青
年
期
と
男
女
の
問
題
／
第
二
章
青
年
と
真
実
、
理

想
、
真
理
／
第
三
章
現
実
を
如
何
に
生
く
べ
き
か
／
第
四
章
初
恋
ひ
時
代
を

如
何
に
見
る
べ
き
か
／
第
五
章
母
性
に
目
ざ
め
る
娘
の
頃
／
第
六
章
新
恋
愛

観
と
結
婚
の
道
／
第
七
章
日
本
的
な
恋
愛
の
歴
史

●
第
12
巻
●

男
と
女

Ⅱ

付
・
解
説

秋
田
光
二
﹇
著
﹈

働
く
女
性
の
結
婚

―
翼
賛
女
性
読
本

（
新
興
亜
社
一
九
四
一
年
）

【
前
篇
時
代
の
先
駆
者
】
夜
の
町
／
新
し
き
教
場
／
菜
の
花
咲
く
家
／
闇
か
ら

飛
び
出
し
た
男
／
一
万
円
／
犠
牲
者
／
桃
咲
く
丘
／
生
命
の
足
／
春
風
と
共

に

【
中
篇

働
く
人
々
】
光
に
立
つ
／
結
婚
に
つ
い
て
／
女
事
務
員
／
渡
さ

れ
た
紙
片
／
凱
歌
／
女
車
掌
／
悲
願
／
女
教
員
／
犠
牲
／
看
護
婦
／
ボ
ス
・
ヘ

ヂ
ナ
ー
／
タ
イ
ピ
ス
ト
／
身
を
も
つ
て
／
女
子
工
務
員
／
似
顔
絵
／
花
と
工
場

【
後
篇
輝
く
部
落
】
相
談
／
開
墾
／
三
業
組
合
／
白
い
手
の
開
拓
者
／
都
の
空

か
ら
／
野
火
／
再
び
都
の
空
か
ら
／
故
郷
へ
／
求
婚
者
／
輝
く
部
落
／

六
組

の
結
婚

生
田
花
世
﹇
著
﹈

明
か
る
い
人
事
調
停

（
鶴
書
房
一
九
四
二
年
）

【
明
か
る
い
人
事
調
停
】
序
に
か
へ
て
（
鈴
木
国
久
）
／
生
田
女
史
の
「
明
か
る

い
人
事
調
停
」
を
み
て
（
竹
内
茂
代
）
／
日
本
の
明
暗
／
人
事
調
停
の
始
り
（
女

性
の
悩
を
救
ふ
人
事
調
停
法
問
答
）
／
人
事
調
停
の
必
要
な
人
々
／
人
事
調
停
の

手
続
／
調
停
を
待
つ
間
の
心
／
人
事
調
停
室
／
判
事
と
男
子
調
停
委
員
／
婦
人

男
と
女

全
5
巻

第
3
回
配
本
　



調
停
委
員
／
母
は
強
し
／
人
事
調
停
委
員
と
な
り
て
（
一
、
調
停
委
員
と
な
つ
た

時
の
所
感
／
二
、
経
験
に
よ
り
知
つ
た
事
）
／
調
停
の
範
（
人
事
調
停
の
話
）
／
調

停
の
輪
廓
（
芸
者
の
た
め
に
／
養
女
の
籍
）
／
調
停
委
員
の
内
省
と
苦
心
／
ま
ご

こ
ろ
の
裁
き
／
妻
の
ま
ご
こ
ろ
／
姑
と
嫁
／
菊
の
御
紋
の
下
に
て
／
東
慶
寺

【
女
の
生
活
か
ら
】
結
婚
前
の
新
体
制
／
妻
の
悩
／
妻
の
悩
に
答
ふ
／
試
練
さ

れ
る
妻
た
ち
／
中
年
婦
人
の
生
き
方
―
そ
の
不
幸
と
更
生
と
―
／
大
き
い
処
に

眼
を
つ
け
て
／
も
の
も
言
ひ
や
う
口
も
き
き
や
う
／
斡
旋
／
二
人
の
娘
　
【
人

事
調
停
に
関
す
る
法
規
と
統
計
】
人
事
調
停
法
の
話
／
は
し
が
き
／
調
停
と
は

何
か
／
調
停
委
員
会
と
は
／
ど
ん
な
事
件
を
扱
ふ
か
／
ど
こ
に
申
し
立
て
る

か
／
ど
う
し
て
申
し
立
て
る
か
／
費
用
は
ど
の
位
か
か
る
か
／
調
停
開
始
後
の

手
続
／
秘
密
は
漏
れ
な
い
／
人
事
調
停
取
扱
場
所
の
手
引
／
婦
人
調
停
委
員
所

属
一
覽
／
地
方
の
人
事
調
停
／
制
定
運
動
の
こ
と
（
跋
）（
金
子
し
げ
り
）

●
第
13
巻
●

男
と
女
　
Ⅲ

付
・
解
説

田
中
孝
子
﹇
著
﹈

桃
　
夭
随
筆

（
興
亜
書
院
一
九
四
三
年
）

は
し
が
き
　
【
結
婚
篇
】
夫
婦
／
家
と
結
婚
／

戦
時
下
の
結
婚
／
嫁
ぐ
前
の

準
備
／
結
婚
様
式
の
改
善
／
古
代
の
夫
婦
の
歌
／
職
業
婦
人
の
結
婚
／
寡
婦
の

問
題
　
【
生
活
の
諸
相
篇
】
時
代
と
文
化
生
活
／
女
子
教
育
に
つ
い
て
／
人
事

調
停
／
青
年
男
女
の
集
り
に
て
／
「
相
談
事
務
」
を
担
当
し
て
／
応
待
／
身
の

上
相
談
に
現
れ
た
婦
人
の
職
業
／
戦
歿
将
士
の
未
亡
人
に
／
婦
人
よ
り
見
た
る

児
童
虐
待
防
止
問
題
／
親
切
週
間
／
時
事
寸
言
　
【
随
感
篇
】
義
理
／

浄
瑠

璃
の
女
／
短
刀
／
梨
の
花
／
太
陽
／
出
雲
行
／
妓
王
寺
／
古
い
話
の
中
よ
り

（
一
、
え
び
あ
ん
／
二
、
ぼ
ろ
婿
／
三
、
つ
る
草
）
／
凧
と
コ
ノ
ミ
さ
ん
／
た
ば
こ
／

歌
舞
伎
昔
が
た
り
　
【
身
辺
篇
】
父
母
／
子
供
の
頃
／
亡
き
友
／
鈴
木
さ
ん
、

坪
島
さ
ん
／
ア
ッ
シ
ル
モ
ア
の
夜
／
我
が
結
婚
生
活
／
知
己
の
写
真
に
／
逗

子
／
潮
音
／
小
さ
き
娘
へ
／
家
に
於
け
る
王
堂
／
学
徒
の
妻
／
郷
里
の
墓
／
こ

の
十
年
間
　
【
人
事
問
答
篇
】
結
婚
に
関
し
て
／
夫
婦
生
活
に
関
し
て
／
親
子
、

そ
の
他
の
問
題
に
関
し
て

片
岡
鉄
兵
﹇
著
﹈

新
恋
愛
論
女
性
論
集
（
学
進
書
房
一
九
四
七
年
）

新
女
性
論
／
新
恋
愛
論
／
恋
愛
と
デ
リ
カ
シ
イ
／
詩
人
は
蕾
よ
と
歌
へ
ど
／
彼

女
は
自
然
で
あ
る
／
青
春
の
貞
操
／
女
性
不
安
と
同
性
愛
／
灰
色
の
女
／
行
衞

知
ら
ぬ
女
／
荒
き
胸
を
持
つ
女
／
私
の
描
き
た
い
女
性
／
わ
が
恋
せ
し
乙
女
／

十
八
九
の
春
夏
／
故
郷
の
若
き
女
性
へ
／
青
春
読
本

●
第
14
巻
●

男
と
女
　
Ⅳ

付
・
解
説

式
場
隆
三
郎
﹇
著
﹈

結
婚
の
饗
宴

（
コ
バ
ル
ト
社
一
九
四
六
年
）

第
一
章
女
の
一
生
／
第
二
章
女
性
の
血
液
／
第
三
章
結
婚
の
目
的
は
何
か
／

第
四
章
結
婚
と
優
生
／
第
五
章
遺
伝
と
血
液
型
／
第
六
章
結
婚
診
断
／
第
七

章
結
婚
と
暦
／
第
八
章
女
の
職
業
と
病
気
／
第
九
章
女
性
と
笑
ひ
の
科
学
／

第
十
章

音
楽
と
神
経
／
第
十
一
章

戦
後
女
性
の
教
養
／
第
十
二
章

女
の
秘

密
／
第
十
三
章
情
死
と
殺
人
／
第
十
四
章
女
子
過
剰
の
説

原
奎
一
郎
ほ
か
﹇
著
﹈

恋
愛
の
生
態
〈
抄
〉

（
玄
理
社
一
九
四
八
年
）

二
人
の
恋
愛
と
知
性
（
永
戸
俊
雄
）
／
恋
愛
心
理
の
分
析
（
大
槻
憲
二
）
／
文
学
に

現
れ
た
恋
愛
（
古
谷
綱
武
）
／
恋
愛
の
悩
み
（
村
岡
花
子
）

●
第
15
巻
●

男
と
女
　
Ⅴ

付
・
解
説

辰
野
　
隆
﹇
著
﹈

男
女
問
答

（
要
書
房
一
九
五
〇
年
）

奮
女
大
学
／
子
供
の
躾
に
つ
い
て
／
妾
の
存
在
に
つ
い
て
／
舅
・
姑
・
小
姑
に

つ
い
て
／
長
男
に
つ
い
て
／
女
親
に
つ
い
て
／
良
人
の
愛
人
と
妻
の
立
場
に
つ

い
て
／
ハ
イ
ヒ
ー
ル
、
化
粧
に
つ
い
て
／
男
女
交
際
に
つ
い
て
／
求
愛
に
つ
い

て
／
子
へ
の
心
遣
い
に
つ
い
て
／
小
言
そ
の
他
に
つ
い
て
／
嫉
妬
に
つ
い
て
／

夫
婦
喧
嘩
に
つ
い
て
／
再
び
嫉
妬
に
つ
い
て
／
道
楽
に
つ
い
て
／
良
人
の
認
定

に
つ
い
て
／
貞
操
に
つ
い
て
／
結
婚
式
に
つ
い
て
／
良
妻
に
つ
い
て
／
婚
約
に

つ
い
て
／
夫
婦
仲
に
つ
い
て
／
夫
婦
間
の
不
信
に
つ
い
て
／
恋
文
の
処
理
な
ど

に
つ
い
て
／
集
団
見
合
な
ど
に
つ
い
て
／
性
教
育
に
つ
い
て
／
再
び
姑
に
つ
い

て
／
主
婦
と
女
中
に
つ
い
て
／
両
親
に
つ
い
て
／
夫
婦
の
危
機
に
つ
い
て
／
夫

婦
の
心
の
交
流
に
つ
い
て
／
婦
の
獣
性
、
神
聖
性
に
つ
い
て
／
再
び
夫
婦
喧
嘩

に
つ
い
て
／
独
身
に
つ
い
て
／
夫
の
恋
愛
、
妻
の
恋
愛
に
つ
い
て
／
離
婚
に
つ

い
て
／
職
業
婦
人
に
つ
い
て
／
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル
性
に
つ
い
て
／
妻
よ
良
人
と
に

歩
め
／
む
す
び

小
此
木
治
﹇
著
﹈

恋
愛
心
理
学

（
愛
隆
堂
一
九
五
一
年
）

開
か
れ
る
楽
園
―
生
理
と
心
理
―
／
愛
の
印
象
―
初
恋
の
心
理
―
／
青
春
の
明

暗
―
禁
断
の
心
理
―
／
セ
ッ
ク
ス
の
牙
―
幼
児
の
性
心
理
―
／
春
の
目
覚
め
―

少
女
の
性
心
理
―
／
羞
恥
と
潔
癖
―
処
女
の
性
心
理
―
／
童
貞
の
哀
愁
―
青
年
の

性
心
理
―
／
空
想
と
冐
険
―
男
の
恋
愛
心
理
―
／
貞
操
の
価
値
―
女
の
恋
愛
心
理

―
／
男
装
の
麗
人
―
同
性
愛
の
心
理
―
／
光
と
影
―
変
態
性
の
心
理
―
／
愛
の
究

極
―
征
服
の
心
理
―
／
女
心
の
謎
―
魅
惑
の
心
理
―
／
死
の
誘
惑
―
情
死
の
心
理

―
／
本
能
の
蠢
き
―
夢
幻
の
心
理
―
／
恋
を
得
る
法
―
心
理
学
の
応
用
―
／
恋
愛

名
言
集
―
金
言
と
警
句
―

時
代
に
左
右
さ
れ
、
そ
の
活
動
を
抑
え
ら
れ
て
い
た
、
女
性
た
ち
の
文
化

的
な
躍
動
に
つ
い
て
の
著
作
を
集
成
。

●
第
16
巻
●

女
性
の
躍
動

Ⅰ

付
・
解
説

中
上
川
蝶
子
﹇
著
﹈﹈

楽
土
南
洋

（
南
光
社
一
九
三
五
年
）

序
辻
村
太
郎
／
序
に
代
へ
て
武
藤
千
世
子
／
自
序
／
船
中
に
て
／
神
戸
港
か

ら
ス
ラ
バ
ヤ
へ
／
ジ
ャ
ヴ
ァ
／
ス
ラ
バ
ヤ
上
陸
第
一
歩
／
ス
バ
ラ
ヤ
の
街

（
一
）
／
ス
ラ
バ
ヤ
の
街
（
二
）
／
理
想
境
バ
リ
ー
島
／
原
始
的
な
バ
リ
ー
踊
／

バ
リ
ー
島
か
ら
再
び
ス
バ
ラ
ヤ
へ
／
ジ
ャ
ヴ
ァ
洋
上
の
初
日
の
出
／
美
し
い
ス

ラ
バ
ヤ
の
並
木
道
／
ニ
ム
ロ
ド
の
製
皮
工
場
／
聖
郷
ト
サ
リ
（
一
）
／
聖
郷
ト

サ
リ
（
二
）
／
避
暑
地
ノ
ン
ゴ
ヂ
ャ
ヤ
／
ノ
ン
ゴ
ヂ
ャ
ヤ
か
ら
ス
ラ
バ
ヤ
へ
／

は
か
ら
ざ
り
き
知
己
の
墓
参
／
サ
ッ
テ
ー
に
味
は
ふ
ジ
ャ
ヴ
ァ
気
分
／
ス
ラ
バ

ヤ
の
近
郊
巡
り
／
ギ
リ
セ
に
見
る
燕
の
巣
／
ス
ラ
バ
ヤ
の
映
画
館
／
ス
ラ
バ
ヤ

を
発
つ
て
ス
マ
ラ
ン
へ
／
更
紗
の
ペ
カ
ロ
ン
ガ
ン
／
支
那
人
の
南
洋
進
出
／
ボ

ロ
ブ
ド
ー
ル
の
大
仏
跡
／
水
城
タ
マ
ン
サ
リ
ー
の
廃
墟
／
ジ
ャ
ヴ
ァ
正
月
王
出

御
の
儀
式
／
火
山
に
囲
ま
れ
た
ガ
ロ
ー
市
／
ブ
ゲ
ン
ヂ
ー
湖
畔
に
聴
く
ア
ン
コ

ロ
ン
／
世
界
一
の
ボ
イ
テ
ン
ゾ
ル
フ
植
物
園
／
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
薯
の
旧
跡
バ
タ
ヴ

ィ
ア
／
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
博
物
館
見
物
／
ジ
ャ
ヴ
ァ
よ
左
様
な
ら
／
ほ
か

瀬
川
敏
子
﹇
著
﹈

戦
ふ
世
界
の
女
性

（〈
婦
人
文
化
叢
書
〉
時
代
社
一
九
四
三
年
）

序
／
【
ド
イ
ツ
篇
】
生
産
面
の
婦
人
（
一
前
大
戦
後
の
国
情
／
二
再
び
家
庭
か
ら

職
場
へ
／
ほ
か
）

戦
ふ
ド
イ
ツ
の
国
民
生
活
（
一
闇
取
引
の
な
い
国
／
二
ド
イ

ツ
の
食
糧
事
情
／
ほ
か
）

婦
人
団
体
の
活
動
（
一
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ン
ト
／
二

シ
ョ
ル
ツ
ク
リ
ン
ク
女
史
の
こ
と
／
ほ
か
）

若
い
世
代
の
生
活
（
一
ド
イ
ツ
婦
人

の
性
格
／
二

化
粧
を
し
な
い
女
／
ほ
か
）

働
く
婦
人
の
保
護
（
一

徴
用
後
の
成

績
／
二
ド
イ
ツ
の
母
を
守
れ
／
ほ
か
）

【
イ
タ
リ
ア
篇
】
イ
タ
リ
ア
の
婦
人
組

織
（
一

文
化
史
上
の
婦
人
／
二

政
治
面
の
イ
タ
リ
ア
婦
人
／
ほ
か
）

イ
タ
リ
ア

婦
人
の
職
域
（
一

図
書
館
長
も
婦
人
／
二

強
化
さ
れ
た
婦
人
の
徴
用
／
ほ
か
）

社
会
政
策
と
戦
時
生
活
（
一
多
産
婦
人
は
表
彰
／
二
幸
福
な
子
供
た
ち
／
ほ
か
）

【
ア
メ
リ
カ
篇
】
変
貌
す
る
国
民
生
活
（
一
ア
メ
リ
カ
の
戦
時
経
済
／
二
深
刻
化

し
た
食
糧
問
題
／
ほ
か
）

婦
人
の
動
員
（
一

強
制
労
働
実
施
か
／
二

兵
力
の
増

強
／
ほ
か
）

ア
メ
リ
カ
女
性
気
質
（
一
強
い
女
性
の
権
利
／
二
経
済
的
独
立
は

嫁
入
の
資
格
／
ほ
か
）

銃
後
の
婦
人
活
動
（
一
　
兵
隊
慰
安
に
ダ
ン
ス
／
二
主
な

る
婦
人
団
体
／
ほ
か
）

【
イ
ギ
リ
ス
篇
】
人
的
資
源
の
不
足
に
悩
む
（
一
出
生

率
の
低
下
／
二

学
園
の
戦
時
態
勢
／
ほ
か
）

婦
人
の
活
動
状
況
（
一

女
の
兵

隊
／
二
脂
粉
の
香
高
い
兵
営
／
ほ
か
）

イ
ギ
リ
ス
国
民
は
喘
ぐ
（
一
収
入
の
九

割
ま
で
税
金
／
二

心
細
い
食
糧
事
情
／
ほ
か
）

濠
洲
の
婦
人
生
活
（
一

太
平
洋

の
孤
児
／
二

今
後
の
動
員
は
婦
人
の
み
）

【
フ
ラ
ン
ス
篇
】（
再
建
途
上
の
フ
ラ

ン
ス
／
一
更
生
第
一
歩
／
ほ
か
）

戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
婦
人
（
一
職
場
か
ら
家
庭

へ
／
二
新
し
い
婦
人
団
体
／
ほ
か
）

【
ソ
連
篇
】
前
線
の
婦
人
活
動
（
一
独
ソ

戦
の
経
過
／
二
政
治
に
参
画
す
る
婦
人
／
ほ
か
）

ソ
連
の
生
産
と
婦
人
（
一
国

是
の
許
さ
ぬ
遊
休
女
性
／
二

労
働
者
の
八
割
は
婦
人
／
参
　
食
糧
増
産
戦
の
婦
人
／

ほ
か
）

ソ
連
の
社
会
と
婦
人
生
活
（
一
高
く
な
つ
た
離
婚
料
／
ほ
か
）

女
性
の
躍
動

全
5
巻

第
4
回
配
本
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Ⅱ

付
・
解
説

木
村
　
誠
﹇
著
﹈

大
陸
開
拓
・
土
の
花
嫁（

中
央
情
報
社
一
九
三
九
年
）

拓
務
大
臣
陸
軍
大
将
小
磯
国
昭
閣
下

題
字
／
拓
務
省
拓
務
局
長
安
井
誠
一
郎

閣
下

序
文
／
『
こ
の
本
を
読
ま
れ
る
前
に
』
／
大
陸
開
拓
と
日
本
女
性
／
よ

く
働
ら
く
日
本
の
女
性
／
大
陸
開
拓
と
女
性
の
力
／
満
洲
開
拓
と
日
本
人
／
女

性
の
使
命
は
大
き
い
／
農
村
の
時
代
が
来
た
／
昔
の
分
村
、
分
家
の
話
／
昔
の

北
海
道
開
拓
／
女
性
と
日
本
精
神
／
屯
墾
病
と
女
性
の
力
／
男
女
青
年
に
清
新

の
気
風
／
女
性
の
持
つ
強
さ
／
若
い
女
性
と
夢
／
満
洲
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

か
／
満
洲
開
拓
地
の
広
さ
／
匪
賊
馬
賊
は
昔
の
夢
／
恵
ま
れ
た
満
洲
の
気
候
／

開
拓
民
が
住
む
家
屋
／
開
拓
地
の
婦
人
の
服
装
／
満
洲
で
出
来
る
作
物
と
家

畜
／
開
拓
地
の
婦
人
た
ち
／
開
拓
地
は
総
て
が
平
等
だ
／
羨
や
ま
し
い
家
庭
円

満
／
物
凄
い
赤
ん
坊
の
氾
濫
／
目
が
廻
る
お
産
婆
さ
ん
／
二
百
万
人
の
赤
ん

坊
／
学
校
は
寄
宿
舎
制
度
／
開
拓
地
の
娯
楽
機
関
／
明
朗
な
花
嫁
た
ち
／
弥
栄

村
敬
老
会
の
こ
と
／
大
陸
へ
嫁
い
だ
花
嫁
た
ち
／
婦
人
の
観
た
満
洲
開
拓
地

座
談
会
（
拓
殖
奨
励
館
「
海
を
越
え
て
」
編
輯
部
）
／
ほ
か

松
田
解
子
﹇
著
﹈

女
の
話
題

（
モ
ナ
ス
一
九
四
〇
年
）

女
の
話
題
／
社
会
時
評
／
戦
時
下
の
風
俗
／
断
髮
考
／
簡
便
な
托
児
所
経
営
の

一
例
／
工
場
食
余
談
／
婦
人
と
保
険
／
村
の
婦
人
運
動
／
保
健
婦
の
草
分
／
無

医
村
・
成
瀬
村
の
場
合
／
女
性
春
秋
／
内
面
か
ら
の
改
善
／
運
動
の
個
性
と
方

向
／
働
く
意
味
と
生
き
る
意
味
／
職
業
の
誇
り
《
一
、
二
の
実
例
か
ら
》
／
戦

時
下
の
婦
人
、
少
年
労
働
に
つ
い
て
／
幼
き
者
の
環
境
に
触
れ
て
／
文
学
随

感
／
真
夏
の
感
想
《
ラ
ン
ボ
オ
的
な
も
の
》
／
生
産
人
と
生
産
文
学
／
文
学
に

於
け
る
婦
人
の
世
界
的
進
出
／
文
学
の
浸
透
力
に
つ
い
て
／
砲
煙
の
な
か
の
婦

人
作
家
／
学
園
へ
の
思
索
／
卒
業
と
就
職
／
校
外
教
育
と
児
童
文
化
施
設
／
ほ

か
●
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の
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Ⅲ

付
・
解
説

矢
野
目
源
一
﹇
著
﹈

新
美
容
科
学
読
本
（
健
康
と
美
容
の
会
一
九
四
〇
年
）

序
文
／
自
序
／
序
論
／
美
は
す
べ
て
の
女
性
と
偕
に
在
る
／
第
一
篇
　
全
体

論
／
女
性
美
一
代
記
／
心
理
的
美
容
法
／
美
の
交
響
楽
／
明
眸
よ
永
遠
な
れ
／

容
姿
美
の
根
本
問
題
／
花
咲
く
肉
体
／
第
二
篇
　
方
法
論
／
若
き
母
に
与
ふ
／

始
め
て
お
化
粧
す
る
人
の
為
に
／
正
し
い
社
交
化
粧
法
／
化
粧
法
余
録
／
唇
化

粧
の
原
則
／
一
晩
中
崩
れ
ぬ
お
化
粧
／
少
女
の
身
嗜
み
に
就
て
／
女
性
の
完
成

美
に
就
て
／
十
歳
若
く
見
え
る
法
／
ス
マ
ー
ト
な
容
姿
の
た
め
の
十
則
／
皮
膚

の
理
想
化
／
雀
卵
斑
（
そ
ば
か
す
）
治
療
の
新
学
説
／
に
き
び
よ
。
さ
ら
ば
／

小
皺
を
な
ほ
す
新
研
究
／
パ
ク
ツ
美
顔
法
／
軽
石
美
顔
術
／
整
身
美
容
体
操
／

美
容
と
ス
ポ
ー
ツ
／
ほ
か

神
田
燿
滋
﹇
著
﹈

働
く
女
性
の
栄
光

（
青
葉
書
房
一
九
四
三
年
）

今
日
の
女
性
の
立
場
／
菊
江
の
場
合
／
父
の
哀
願
／
人
の
子
の
岐
路
／
ど
の
道

を
選
ぶ
べ
き
か
／
家
庭
が
主
か
、
職
場
が
主
か
／
大
切
な
忘
れ
物
／
私
達
の
考

へ
や
う
と
す
る
こ
と
／
時
局
が
望
む
婦
人
／
参
つ
の
道
／
世
界
一
の
働
く
女

性
／
和
具
の
海
女
／
夫
を
自
滅
さ
せ
た
女
／
立
つ
て
い
る
女
、
坐
つ
て
い
る
淑

女
／
女
旋
盤
工
の
加
代
さ
ん
／
働
く
女
性
の
栄
光
／
女
性
の
地
位
は
向
上
し
て

い
る
か
／
こ
の
事
実
／
埋
も
れ
て
い
る
自
尊
心
／
自
尊
心
を
我
が
物
と
す
る
に

は
／
家
庭
の
女
王
／
甲
乙
の
な
い
世
界
／
或
る
女
教
員
の
述
懐
／
斯
る
時
我
は

悩
む
／
炭
砿
で
の
話
／
聖
業
へ
繋
が
る
路
／
職
場
の
明
る
い
花
／
僅
か
な
こ
と

な
が
ら
／
心
の
花
／
仕
事
を
淋
し
が
ら
せ
る
な
／
籠
の
鳥
／
「
も
う
」
と
「
ま

だ
」
／
「
が
」
の
使
ひ
分
け
／
悪
い
「
が
」
／
花
は
花
自
身
で
開
く
／
働
き
な

が
ら
の
教
養
／
こ
れ
か
ら
の
教
養
／
広
い
教
養
の
畑
／
芭
蕉
に
か
こ
つ
け
て
／

演
習
と
実
戦
／
文
盲
の
老
婆
な
が
ら
／
素
顔
の
美
し
さ
／
心
の
素
顔
／
自
分
の

時
間
を
支
配
せ
よ
／
ド
イ
ツ
婦
人
の
教
養
／
愛
を
命
と
し
て
／
ほ
か

●
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Ⅳ

付
・
解
説

金
覧
会
﹇
著
﹈

婦
人
警
察
官
の
手
記
（
中
央
社
一
九
四
七
年
）

手
記
に
そ
へ
て
／
私
の
動
機
／
出
勤
第
一
日
／
地
下
道
の
母
と
子
／
下
剤
入
り

サ
ッ
カ
リ
ン
／
臨
検
Ａ
Ｂ
Ｃ
／
『
闇
の
女
』
へ
の
疑
問
／
恋
･
家
出
･
有
楽

町
／
私
は
社
会
の
靴
み
が
き
／
消
え
た
学
生
／
不
思
議
な
老
人
／
悪
酒
の
悲

劇
／
『
東
京
裁
判
』
法
廷
で
／
女
で
な
い
『
男
装
の
女
賊
』
／
生
活
相
談
の
窓

口
／
未
復
員
の
夫
を
裏
切
つ
た
妻
／
捨
て
ら
れ
た
旦
那
さ
ん
／
潜
水
夫
に
な
つ

た
孤
児
／
軽
は
づ
み
な
娘
／
私
た
ち
の
結
婚
問
題
／
私
た
ち
の
生
活
断
片

玉
井
照
子
﹇
著
﹈

婦
人
警
察
官
の
手
帳

（
朋
友
社
一
九
四
七
年
）

姫
鏡
台
／
参
年
間
の
馬
鹿
／
ラ
ジ
オ
先
生
／
別
離
／
母
の
像
／
卵
／
練
習
所
断

片
／
制
服
／
門
出
／
十
字
路
に
立
つ
／
学
校
巡
回
／
照
子
よ
／
女
検
事
／
安
全

週
間
／
再
び
練
習
所
へ
／
和
製
ジ
ヤ
ン
ヌ
・
ダ
ー
ク
／
日
本
の
音
楽
／
復
興

祭
／
或
る
日
曜
日
／
箱
根
め
ぐ
り
／
私
た
ち
の
結
婚
／
本
官
／
こ
け
す
／
世
相

の
窓
口
／
人
事
相
談
／
盲
目
の
娘
／
浮
浪
児
と
語
る
／
闇
の
女
・
闇
の
星
／

真
、
善
、
美
／
あ
と
が
き

●
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Ⅴ

付
・
解
説

松
田
ふ
み
子
﹇
著
﹈

婦
人
記
者
の
眼

（〈
家
庭
文
庫
〉
東
洋
経
済
新
報
社
一
九
五
四
年
）

序
に
か
え
て
／
主
婦
の
あ
り
方
／
女
性
党
を
作
ろ
う
／
顔
談
議
／
女
の
生
き

方
／
妻
の
職
場
／
主
婦
の
座
／
女
の
偏
見
／
売
春
婦
を
な
く
し
た
い
／
男
の
へ

そ
く
り
／
夫
は
妻
の
鏡
で
あ
る
と
い
う
こ
と
／
女
性
の
進
出
を
は
ば
む
も
の
／

女
の
幸
福
／
フ
ア
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ウ
／
調
和
と
い
う
こ
と
／
女
の
知
性

職
業
調
査
グ
ル
ー
プ
﹇
編
﹈

職
場
の
表
情

―
働
く
人
た
ち
の
生
活
と
意
見
（
虎
書
房
一
九
五
七
年
）

【
芸
能
】（
テ
レ
ビ
・
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
／
ミ
キ
サ
ー
／
効
果
マ
ン
／
声
優
／
新
劇
女

優
／
劇
団
経
営
部
員
／
舞
台
装
置
デ
ザ
イ
ナ
ー
　
舞
台
照
明
係
／
ほ
か
）【
公
務
員

美
術
館
員
】（
税
務
署
吏
員
／
郵
便
局
員
／
調
達
庁
職
員
　
市
役
所
女
子
吏
員
ほ
か
）

【
工
場
】（
運
動
具
製
造
女
工
／
ス
プ
リ
ン
グ
コ
イ
ル
製
造
工
／
染
物
女
工
／
伸
鉄
工

場
工
員
／
ほ
か
）【
医
療
教
育
宗
教
】（
官
立
病
院
医
師
／
歯
科
医
／
鉱
山
病
院
医

師
／
看
護
婦
／
保
健
婦
／
私
立
女
子
高
校
教
員
／
小
学
校
女
教
員
／
ほ
か
）【
接
客
】

（
ス
チ
ュ
ア
ー
デ
ス
／
マ
ネ
キ
ン
／
ガ
イ
ド
・
ガ
ー
ル
／
結
婚
式
場
給
仕
・
裏
方
／
や

と
わ
れ
マ
ダ
ム
／
お
座
敷
女
中
／
ほ
か
）【
技
術
】（
洋
裁
師
／
ト
ラ
ッ
ク
定
期
便
運

転
手
／
タ
ク
シ
ー
運
転
手
／
時
計
修
理
工

デ
ザ
イ
ナ
ー
／
ほ
か
）【
会
社
】（
銀
行

員
／
外
人
商
社
員
／
災
保
険
会
社
女
子
事
務
員
／
鋼
材
運
送
業
事
務
員
／
織
物
会
社
営

業
部
員
／
ス
ク
ー
タ
・
セ
ー
ル
ス
マ
ン
／
ほ
か
）【
店
員
】（
デ
パ
ー
ト
店
員
／
デ
パ

ー
ト
美
術
部
員
／
運
送
店
員
／
美
術
品
運
送
店
員
／
ほ
か
）【
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
】

（
テ
レ
ビ
映
画
カ
メ
ラ
マ
ン
／
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
／
新
聞
社
校
閲
記
者
／
出
版
社
編
集
部

員
／
ほ
か
）【
そ
の
他
】（
船
員
／
漁
業
組
合
職
員
／
坑
内
夫
／
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
マ

ン
／
沖
仲
士
／
駐
留
軍
ガ
ー
ド
／
映
画
館
フ
ィ
ル
ム
運
び
／
ほ
か
）

第
5
回
「〈
性
〉
の
深
淵
」
で
は
、
同
性
愛
、
変
態
性
欲
、
夫
婦
間
の
貞

操
問
題
と
い
っ
た
著
作
を
、
性
科
学
に
焦
点
を
あ
て
て
集
成
し
た
。
ま
た
、

戦
後
風
俗
や
売
春
に
つ
い
て
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
も
収
録
。
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Ⅰ

付
・
解
説

守
田
有
秋
﹇
著
﹈﹈

自
由
恋
愛
秘
話

（
平
凡
社
一
九
三
〇
年
）

【
Ⅰ
性
欲
本
能
の
発
展
】
１
児
童
と
は
何
ぞ
／
2
思
春
期
／
3
児
童
と
其
の

生
殖
器
官
／
4
初
期
の
性
的
特
徴
／
ほ
か
　
【
Ⅱ
性
欲
倫
理
】
１
罪
悪
視
さ

る
ゝ
自
由
恋
愛
の
遂
行
／
2
カ
ン
ト
の
性
欲
道
徳
／
3
シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
ア

ン
の
「
意
志
の
哲
学
」
と
性
欲
／
ほ
か
　
【
Ⅲ
男
女
の
闘
争
】
１
男
性
中
心

の
社
会
／
2
無
性
生
殖
及
び
処
女
生
殖
／
3
両
性
交
精
生
殖
／
4
客
位
に
あ

る
男
性
／
5
動
物
の
雌
雄
淘
汰
と
雄
性
の
発
達
／
ほ
か
　
【
Ⅳ
女
性
優
越
時

代
】
１
女
性
優
越
と
母
権
制
度
／
母
権
制
と
経
済
的
実
権
　
【
Ⅴ
原
始
時
代

の
恋
愛
と
結
婚
】
１
性
交
無
制
限
時
代
よ
り
血
族
結
婚
／
2
血
族
群
婚
よ
り

半
血
族
婚
へ
／
3
氏
の
制
度
発
達
／
4
配
偶
婚
よ
り
男
性
反
抗
へ
／
5
男
性

反
抗
／
6

ラ
・
ク
ウ
ヴ
ア
ド
　
【
Ⅵ

父
権
制
度
の
勃
興
】
１

母
権
制
の
没

〈
性
〉
の
深
淵

全
5
巻

第
5
回
配
本
　



落
／
2
女
性
優
越
の
最
後
の
光
輝
／
3
婦
人
征
服
及
び
奴
隷
と
し
て
の
婦
人

【
ⅦI

女
性
哀
史
】
１
掠
奪
婚
及
び
売
買
婚
／
2
父
権
制
度
と
妻
子
達
／
3
諸

国
の
多
妻
制
度
　
【
Ⅷ
売
笑
と
自
由
恋
愛
】
１
売
笑
の
起
源
と
自
由
恋
愛
／

2
吾
が
国
の
売
笑
／
3
現
在
の
不
自
然
な
る
性
欲
生
活
　
【
Ⅸ
自
由
恋
愛
者

の
受
難
】
１
自
由
恋
愛
者
に
対
す
る
迫
害
及
び
其
意
義
／
2
自
由
恋
愛
者
の

迫
害
／
3
同
性
愛
に
対
す
る
迫
害
　
【
Ⅹ
文
学
に
現
れ
た
る
自
由
恋
愛
者
の

受
難
】
１
近
松
の
情
死
も
の
／
2
西
欧
文
学
と
自
由
恋
愛
　
【
XI
過
去
と
未

来
の
一
断
面
】
１
自
由
恋
愛
と
過
去
／
2
ユ
ー
ト
ビ
ア
に
お
け
る
婦
人
／
3

匈
牙
利
革
命
と
婦
人
優
越
／
4
友
愛
結
婚
と
自
由
恋
愛
／
５
モ
ダ
ン
・
ガ
ー

ル
　
【
XII
自
由
恋
愛
と
其
の
将
来
】
１
未
来
の
社
会
に
お
け
る
結
婚
生
活
及

露
国
の
結
婚
法
／
2
婦
人
よ
、
原
始
に
還
れ
！
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Ⅱ

付
・
解
説

守
田
有
秋
﹇
著
﹈﹈

変
態
性
欲
秘
話

（
平
凡
社
一
九
三
〇
年
）

【
第
一
同
性
愛
篇
】

Ⅰ
同
性
愛
と
は
何
ぞ
や
（
１
同
性
愛
の
名
称
／
2
同
性

愛
の
意
義
／
3
同
性
愛
名
称
の
起
源
に
つ
い
て
／
４
日
本
に
お
け
る
同
性
愛
の
名
称
）

Ⅱ

同
性
に
対
す
る
場
（
１

同
性
愛
者
の
同
性
に
対
す
る
態
度
／
2

純
真
な
同
性

愛
／
3

初
期
の
動
揺
的
傾
向
／
4

同
性
愛
者
の
嫉
妬
と
殺
人
／
５

男
性
化
の
種
々

相
）
Ⅲ
不
朽
的
な
同
性
愛
者
（
１
古
代
の
同
性
愛
／
2
古
典
時
代
の
同
性
愛
者
人

名
表
／
3
近
世
の
同
性
愛
者
人
名
表
）

Ⅳ
日
本
人
の
同
性
愛
　
Ⅴ
日
本
文
学

に
現
は
れ
た
る
同
性
愛
（
１
最
も
旧
き
記
述
／
2
徒
然
草
、
謠
曲
／
3
徳
川
期
の

著
述
／
4
西
鶴
其
磧
等
の
著
述
）

Ⅵ
同
性
愛
に
対
す
る
各
国
の
罰
則
　
【
第
二

性
欲
狂
篇
】
１
サ
デ
イ
ズ
ム
ス
の
種
の
相
（
１
一
般
の
サ
デ
イ
ズ
ム
的
傾
向
と

程
度
の
強
弱
／
2
獣
人
グ
ロ
ー
ス
マ
ン
／
3
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
の
怪
人
）

Ⅱ
サ

デ
ヰ
ズ
ム
ス
対
社
会
（
１

サ
デ
イ
ス
ト
の
素
質
と
環
境
／
2

刑
罰
と
し
て
の
サ
デ

ヰ
ズ
ム
ス
／
3
文
学
及
び
歴
史
に
現
は
れ
た
る
サ
デ
ヰ
ズ
ム
ス
）

Ⅲ
他
の
性
欲
狂

（
１
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
ス
／
2
庶
物
崇
拜
／
3
露
出
症
／
4
異
種
性
交
者
）

Ⅳ
ヂ
プ

シ
イ
の
性
的
生
活
（
１

性
欲
的
生
活
と
衣
服
の
関
係
／
2

性
欲
的
魔
法
及
び
媚

薬
／
3
フ
エ
テ
イ
シ
ズ
ム
ス
と
性
欲
生
活
）
【
結
論
】
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Ⅲ

付
・
解
説

式
場
隆
三
郎
﹇
著
﹈﹈

新
し
い
愛
情
の
設
計
（
昭
和
書
房
一
九
四
七
年
）

序
／
女
性
と
愛
情
　
新
し
い
愛
情
の
設
計
／
女
の
智
慧
と
タ
イ
プ
と
魅
力
に
つ

い
て
／

近
頃
女
性
風
俗
／
愛
情
と
虐
待
／
処
女
と
性
教
育
／
女
の
無
智
と
悲

劇
／
未
亡
人
の
生
理
／
女
性
頽
廃
の
心
理
／
復
員
者
と
処
女
／
軍
事
裁
判
と
女

性
／
新
し
き
貞
操
観
／
小
指
を
切
る
女
／
婦
人
と
読
書
／
生
活
と
色
彩
　
　
新

し
き
生
活
の
建
設
／
日
本
再
建
と
民
芸
／
陶
器
と
生
活
／
生
活
と
色
彩
／
医
学

と
宗
教
／
愛
さ
れ
る
ゴ
ッ
ホ
／
愛
書
供
養
の
記
／
日
本
の
反
省
　
　
日
本
人
の

欠
点
／
戦
後
の
犯
罪
病
理
／
背
徳
狂
の
流
行
／
戦
争
指
導
者
の
発
狂
／
最
後
の

焔
／
日
本
モ
ナ
・
リ
ザ
失
踪
事
件
／
ス
リ
の
横
行
／
人
情
水
の
如
し
／
闇
の
教

室
／
書
店
に
て
／
榴
散
楼
叢
話
　
　
環
さ
ん
の
食
欲
／
五
勺
の
生
命
線
／
ほ
か

大
槻
憲
二
﹇
著
﹈

愛
欲
の
心
理
（
正
常
篇
）

（
卍
書
林
一
九
四
八
年
）

【
緒
論
】
恋
愛
性
欲
と
本
能
と
の
関
係
（
一
、
本
書
の
目
的
と
範
囲
／
二
、
精
神
分

析
本
能
観
と
そ
の
発
達
／
三
、
恋
愛
性
欲
心
理
の
推
移
）

【
第
一
章

恋
愛
生
活

の
心
理
】
第
一
節
自
己
恋
愛
の
様
相
と
そ
の
検
査
（
一
、
恋
愛
と
知
力
喪
失
／
二
、

身
体
的
の
病
気
／
ほ
か
）

第
二
節
対
象
恋
愛
の
様
相
（
一
、
初
恋
の
心
理
／
二
、

初
恋
以
前
の
初
恋
／
ほ
か
）

第
三
節
救
助
願
望
の
心
理
と
そ
の
根
源
（
一
、
母

コ
ム
プ
レ
ク
ス
と
救
助
空
想
／
二
、
救
助
願
望
の
種
々
相
／
ほ
か
）

第
四
節
女
性

の
恋
愛
心
理
（
一
、
受
胎
の
象
徴
的
意
義
／
二
、
人
形
の
象
徴
的
意
義
／
ほ
か
）

第
五
節
恋
愛
に
於
け
る
「
好
き
な
型
」（
一
、「
好
き
な
型
」
の
便
利
と
危
険
／
二
、

心
の
惰
性
と
病
的
の
良
心
／
ほ
か
）

【
第
二
章

性
欲
生
活
の
心
理
】
第
一
節

性
欲
心
理
の
根
柢
（
一
、
色
食
同
根
観
／
二
、
幼
児
性
感
と
多
形
変
態
／
ほ
か
）
第

二
節

思
春
期
以
前
の
性
感
（
一
、
幼
児
性
感
の
実
例
〔
そ
の
一
〕
／
二
、
幼
児
性

感
の
実
例
（
そ
の
二
）
／
ほ
か
）

第
三
節
幼
児
性
感
論
の
生
物
学
的
吟
味
（
一
、

マ
ク
ス
・
レ
ヰ
゛
・
ズ
ー
ル
氏
の
研
究
／
二
、
種
族
発
達
史
的
に
見
て
／
ほ
か
）

第

四
節

男
女
青
年
の
性
心
理
（
一
、
微
妙
な
処
女
心
理
／
二
、
処
女
の
肉
体
的
性
機

構
／
ほ
か
）

第
五
節

食
欲
と
性
欲
と
の
関
係
（
一
、
食
人
欲
と
攻
撃
欲
／
二
、

喰
物
偏
好
の
心
理
的
意
味
／
三
、
喰
ふ
こ
と
は
愛
す
る
こ
と
／
ほ
か
）
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Ⅳ

付
・
解
説

霜
鳥
喜
逸
﹇
著
﹈

不
完
全
な
る
結
婚

―
生
理
生
活
の
破
綻
と
そ
の
克
服

（〈
婦
人
文
化
叢
書
〉
コ
ス
モ
ス
文
化
社
一
九
四
九
年
）

【
第
一
章
性
欲
の
外
面
的
あ
ら
わ
れ
方
の
変
態
―
変
態
性
欲
と
そ
の
医
学
的
療

法
に
つ
い
て
―
】
同
性
愛
に
つ
い
て
／
ゆ
が
め
ら
れ
た
女
性
間
の
同
性
愛
／
ソ

ド
ミ
ー
／
宿
命
の
身
体
を
も
つ
半
陰
陽
／
罪
す
べ
き
姦
淫
症
／
ナ
ル
チ
ス
ム

ス
／
孤
獨
な
る
者
の
夢
想
と
夢
魔
／
ほ
か
　
【
第
二
章

性
欲
の
内
面
的
あ
ら

わ
れ
方
の
変
態
―
オ
ナ
ニ
ー
に
関
す
る
幾
つ
か
の
事
が
ら
と
そ
の
矯
正
に
つ
い

て
―
】
異
常
オ
ナ
ニ
ー
と
変
態
オ
ナ
ニ
ー
／
オ
ナ
ニ
ー
経
験
者
を
統
計
的
に
み

る
／
オ
ナ
ニ
ー
は
そ
れ
ほ
ど
悪
影
響
あ
り
や
／
ほ
か
　
【
第
三
章

女
性
生
殖

器
と
そ
の
異
常
】
陰
唇
と
そ
の
周
辺
／
ク
リ
ト
リ
ス
／
解
ぼ
う
・
畸
形
・
知

覚
／
腟
／
構
造
・
狹
窄
性
・
知
覚
・
弛
緩
性
の
正
常
と
異
常
・
畸
形
／
子
宮
と

そ
れ
に
接
続
す
る
内
性
器
　
【
第
四
章

男
性
生
殖
器
と
そ
の
異
常
】
ペ
ニ

ス
／
解
ぼ
う
・
知
覚
・
畸
形
・
機
能
障
害
・
器
質
の
変
性
／
睾
丸
と
陰
嚢
／
精

虫
と
射
精
現
象
／
ほ
か
　
【
第
五
章

せ
つ
ぷ
ん
の
衛
生
学
的
考
察
】
せ
つ
ぷ

ん
は
愛
の
表
現
で
は
あ
る
が
／
せ
つ
ぷ
ん
と
伝
染
病
　
【
第
六
章

悲
し
き
初

夜
】
恐
怖
／
ヒ
ー
メ
ン
の
抵
抗
／
生
涯
を
不
幸
に
す
る
完
全
鎖
陰
　
【
第
七
章

幸
福
感
な
き
生
理
生
活
】
保
留
な
き
性
交
／
中
断
性
交
に
よ
つ
て
失
わ
れ
る
利

益
／
避
く
べ
き
連
続
性
交
と
過
淫
の
害
／
ほ
か
　
【
第
八
章

お
ぎ
な
い
】
無

配
慮
な
寝
室
／
夫
婦
は
性
病
に
敗
れ
た
り
／
夫
は
性
病
に
敗
れ
た
り
・
妻
も
性

病
に
敗
れ
た
り
・
不
断
の
相
互
感
染
・
ペ
ニ
シ
リ
ン
療
法
の
適
用
／
ほ
か

永
井
　
潜
﹇
著
﹈

第
二

結
婚
読
本

―
独
身
者
の
た
め
に

（
春
秋
社
一
九
五
〇
年
）

【
第
一
篇
禁
欲
】
紛
糾
せ
る
禁
欲
問
題
／
禁
欲
の
定
義
／
誤
り
伝
え
ら
れ
た
る

禁
欲
症
状
／
結
婚
生
活
と
禁
欲
有
害
説
／
一
時
的
禁
欲
の
真
正
の
症
状
／
一
時

性
禁
欲
の
励
行
／
禁
欲
と
買
淫
／
禁
欲
問
題
の
結
語
　
【
第
二
篇

自
慰
（
手

淫
・
自
涜
行
為
）】
／
自
慰
と
は
何
ぞ
／
自
慰
の
歴
史
／
自
慰
の
種
類
／
自
慰
の

害
悪
／
自
慰
の
分
布
／
自
慰
の
原
因
／
自
慰
の
診
断
／
自
慰
の
予
防
／
（
一
）

家
庭
及
び
学
校
に
於
け
る
性
教
育
の
普
及
徹
底
／
（
二
）
正
し
い
飲
食
物
／

（
三
）
正
し
い
服
装
／
（
四
）
正
し
い
勤
労
と
身
体
の
修
練
／
（
五
）
冷
水
浴

の
励
行
／
（
六
）
意
志
の
鍛
錬
／
（
七
）
性
に
関
す
る
正
し
い
啓
蒙
／
自
慰
の

療
法
／
自
慰
療
法
と
し
て
の
結
婚
／
不
正
の
性
交
に
よ
る
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Ⅴ

付
・
解
説

清
閑
寺
健
﹇
著
﹈

転
落
の
処
女

―
夜
の
女
の
告
白

（
民
生
本
社
一
九
四
七
年
）

ズ
べ
公
の
巣
／
地
下
道
奇
譚
／
処
女
進
上
／
ナ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ
／
留
置
場

後
藤
フ
ミ
ほ
か
﹇
著
﹈

私
は
堪
え
ら
れ
な
い

―
脱
出
売
春
婦
6
人
の
手
記

（〈
グ
リ
ー
ン
新
書
〉
鱒
書
房
一
九
五
五
年
）

序
・
余
り
に
ひ
ど
い
実
相
（
神
近
市
子
）
／
私
は
も
う
堪
え
ら
れ
な
い
（
後
藤
フ

ミ
）
／
ほ
か
に
生
き
る
道
が
な
か
っ
た
（
加
瀬
三
千
代
）
／
私
の
か
ら
だ
は
病
菌

の
巣
（
沢
村
房
子
）
／
一
年
半
の
貞
操
代
六
千
五
百
円
（
寺
田
八
重
子
）
／
気
が

狂
っ
た
春
子
の
こ
と
（
岡
本
す
み
子
）
／
泥
沼
か
ら
引
き
上
げ
て
く
れ
た
人
（
山

下
ト
モ
子
）

原
田
重
久
﹇
著
﹈

欲
情
部
落

―
あ
る
女
町
長
の
日
記
か
ら

（
朋
文
社
一
九
五
七
年
）

は
じ
め
に
／
そ
の
一
夜
這
い
の
順
番
の
こ
と
／
そ
の
二
強
い
の
が
よ
い
女
房

お
け
い
の
こ
と
／
そ
の
三
女
房
あ
ら
た
め
て
惚
れ
な
お
す
こ
と
／
そ
の
四
映

画
俳
優
志
望
の
神
主
の
息
子
の
こ
と
／
そ
の
五

本
妻
と
お
妾
さ
ん
同
居
の
こ

と
／
そ
の
六

女
を
賭
け
る
闘
鶏
の
こ
と
／
そ
の
七
「
筆
下
し
」
と
い
う
町
の

青
年
の
風
習
の
こ
と
／
そ
の
八

文
化
財
指
定
御
神
体
公
開
の
こ
と
／
そ
の
九

す
り
替
え
ら
れ
た
男
根
神
体
の
こ
と
／
そ
の
一
〇

女
町
長
甘
栗
も
も
よ
恋
愛

の
こ
と
／
そ
の
一
一
花
嫁
に
は
最
敬
礼
す
べ
き
こ
と
…
…
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●揃定価：本体98,000円＋税 ISBN978-4-8433-6100-9 C3336

第2回配本　翻弄される〈性差〉 全5巻 既刊・2022年3月刊

■第 6 巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅰ 付・解説 定価：本体23,000円＋税 ISBN978-4-8433-6107-8 C3336

■第 7 巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅱ 付・解説 定価：本体20,000円＋税 ISBN978-4-8433-6108-5 C3336

■第 8 巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅲ 付・解説 定価：本体17,000円＋税 ISBN978-4-8433-6109-2 C3336

■第 9 巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅳ 付・解説 定価：本体19,000円＋税 ISBN978-4-8433-6110-8 C3336

■第10巻■ 翻弄される〈性差〉Ⅴ 付・解説 定価：本体19,000円＋税 ISBN978-4-8433-6111-5 C3336

●揃定価：本体98,000円＋税 ISBN978-4-8433-6106-1 C3336

第3回配本　男と女　　全5巻 既刊・2022年11月刊

■第11巻■ 男と女 Ⅰ 付・解説 定価：本体24,000円＋税 ISBN978-4-8433-6113-9 C3336

■第12巻■ 男と女 Ⅱ 付・解説 定価：本体25,000円＋税 ISBN978-4-8433-6114-6 C3336

■第13巻■ 男と女 Ⅲ 付・解説 定価：本体17,000円＋税 ISBN978-4-8433-6115-3 C3336

■第14巻■ 男と女 Ⅳ 付・解説 定価：本体16,000円＋税 ISBN978-4-8433-6116-0 C3336

■第15巻■ 男と女 Ⅴ 付・解説 定価：本体16,000円＋税 ISBN978-4-8433-6117-7 C3336

●揃定価：本体98,000円＋税 ISBN978-4-8433-6112-2 C3336

第4回配本　女性の躍動　　全5巻 既刊・2023年2月刊

■第16巻■ 女性の躍動 Ⅰ 付・解説 定価：本体24,000円＋税 ISBN978-4-8433-6119-1 C3336

■第17巻■ 女性の躍動 Ⅱ 付・解説 定価：本体21,000円＋税 ISBN978-4-8433-6120-7 C3336

■第18巻■ 女性の躍動 Ⅲ 付・解説 定価：本体21,000円＋税 ISBN978-4-8433-6121-4 C3336

■第19巻■ 女性の躍動 Ⅳ 付・解説 定価：本体16,000円＋税 ISBN978-4-8433-6122-1 C3336

■第20巻■ 女性の躍動 Ⅴ 付・解説 定価：本体16,000円＋税 ISBN978-4-8433-6123-8 C3336

●揃定価：本体98,000円＋税 ISBN978-4-8433-6118-4 C3336

第5回配本　〈性〉の深淵　　全5巻 2023年9月刊行予定

■第21巻■〈性〉の深淵 Ⅰ 付・解説 定価：本体18,000円＋税 ISBN978-4-8433-6125-2 C3336

■第22巻■〈性〉の深淵 Ⅱ 付・解説 定価：本体19,000円＋税 ISBN978-4-8433-6126-9 C3336

■第23巻■〈性〉の深淵 Ⅲ 付・解説 定価：本体20,000円＋税 ISBN978-4-8433-6127-6 C3336

■第24巻■〈性〉の深淵 Ⅳ 付・解説 定価：本体17,000円＋税 ISBN978-4-8433-6128-3 C3336

■第25巻■〈性〉の深淵 Ⅴ 付・解説 定価：本体24,000円＋税 ISBN978-4-8433-6129-0 C3336

●揃定価：本体98,000円＋税 ISBN978-4-8433-6124-5 C3336


